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ITコーディネータ協会 IT経営研究所 事務局　前田 信太郎

変革の時代をリードする
ITCプロセスガイドラインを改定、Ver.2.0として公開
　　　　～ IT経営プロセスとITCの役割を明確化～

前回の ITCプロセスガイドライン（PGL）の改定から 5年が経過した。	
情報システム構築が中心の時代から IT サービス利活用の時代へと変化している。また、経営革新と IT の戦略的活用
はますます一体化し、不可分なものになってきた。
このような認識から、今回の改定では以下を明確にした。
①最初から経営戦略ありきではなく、環境変化と自社の成熟度を的確に捉え、持続的成長に向けた変革への認識のも
とで、IT 経営を実現するプロセス全体を「IT 経営プロセス」と捉えたこと、

② IT 経営の実行者は企業であり、ITCは IT サービスの利活用を推進・支援することで、IT 経営を実現する立場であ
ること、
改定に当たっては、多くの ITCから意見をいただいた。この場を借りて御礼申しあげるとともに、ITC活動実践の場
でPGLの考え方を活かしていただき、PGLそのものもブラシュアップされていくことを期待したい。

ITCプロセスガイドラインの趣旨と活用の考え方

　ここで、PGLの趣旨と活用の考え方を確認しておこう。
なお、今回の改定に当たってもその性格は変わっていない。

　PGLは、企業がIT経営を推進する際の基本的な考え方を、多様な業種・業態、規模・成熟度の企業に

も適用可能な汎用的な形で、「基本原則」と「プロセス」として取りまとめたものである。

　従ってPGLは、ITCがIT経営を実現するプロフェッショナルとして活動する上での判断基準（基本原則）

と実行基準（プロセス）を示すものである。

　PGLの適用によって、IT経営の推進における、経営者とITCおよびITC相互の共通認識をはかり、仕事

の質を一定水準以上に保つことができる。

　ITCが特定の企業を支援する場合には、その企業の実態に合わせた形にPGLの内容をカスタマイズして

適用することが望まれる。

　すなわち、ITCが実務を遂行する上で、経営者や従業員と一体となってITサービスを利活用した経営改

革を進めるためのガイドラインとなる。

（PGLの「はじめに」より引用）
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①IT経営への認識の重要性
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今回の改定ポイント

　以下、今回の改定について、5つの重要なポイントを紹介する。

　従来のPGLでは、経営戦略～ IT
サービス活用までのプロセスを、ITC
プロセスと呼んでいた。しかし、IT
経営を実現するには、実現のための
プロセスだけではなく、新しい経営
戦略を策定しなければならないとい
う決断に至る、IT経営への認識が必
要である。新PGLでは、この認識と、
経営改革やIT化活動に至る、IT経営
に係わる全てのプロセスを「IT経営プ
ロセス」と定義した。

　新PGLでは、IT経営の認識のもと
で経営改革を進めるプロセス全体を、

「IT経営実現プロセス」と定義した。
これに伴い、従来の「ITCプロセス」
という用語は新PGLでは使っていない。
　新PGLでは、プロセス&プロジェク
トなど3つの「IT経営共通プロセス」
を含め、IT経営プロセスを図のよう
にモデル化した。

　IT経営を実現するにはビジネス活動の中で、経営環境の
変化や自社の成熟度向上に対する経営者の認識が重要とな
る。この認識があって、変化に対応した経営戦略策定や、

IT戦略課題に対してのIT化活動が遂行される。この、IT
経営への認識に関わるプロセスを「IT経営認識プロセス」
と定義した。

1．IT経営への認識の重要性の明確化と、「IT経営プロセス」への定義の変更

②「ITCプロセス」から「IT経営プロセスモデル」への定義の変更
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③IT経営認識プロセスの内容

　企業価値は持続的な成長を続ける
ことであり、このためには成熟度の評
価を行いながら、環境変化に対応した
改善・改革を常に継続し、図のように、
経営の成熟度がスパイラルアップして
いくことが重要である。
　「IT経営実現プロセス」は1サイクル
で終わるわけではない。あらかじめ決
まっていた経営戦略の達成度に対する
評価だけではなく、新たな環境認識、
自社の成熟度に対する認識を基に、
企業の成熟度がスパイラルアップする
よう、「持続的成長認識フェーズ」にお
ける認識活動が重要となってくる。 
　新PGLでは、「IT経営の成熟度」を
定義し、スパイラルアップによる持続的
成長の必要性が分かるよう記述した。

　新設したIT経営認識プロセスは、①新たな変革の必要
性に気づく「変革認識フェーズ」、②IT経営実現プロジェク
トが動き始めてからは、新たな環境変化や新たな改善・改

革への「是正認識フェーズ」、③プロジェクト後の持続的成
長を遂げるために必要な「持続的成長認識フェーズ」で構成
される。各フェーズの概要プロセスは下図のとおりである。

2．成熟度のスパイラルアップの重要性を記載
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　新PGLの構成を見直した。旧PGLとの比較を図に示す。 

①新規作成
「はじめに」と、第三部の「IT経営認
識プロセス」は、新規に作成した。 

②全面的な書き換え
第一部の「IT経営とITC」は、ITC
ありきではなく、IT経営とは何かから
記述し、そのIT経営を実現するITC
という流れに組み替えた。

③一部改定
第二部の「IT経営プロセス全体図」
は、全体図とIT経営認識プロセスを
追加し、実現プロセスの修正を行った。
第四部の「IT経営実現プロセス」は、
経営戦略（策定）でのIT経営認識プロ
セスとの繋ぎと、経営戦略達成度評価
について記述を一部追加・修正した。 
第五部の「IT経営共通プロセス」は、
ITC視点となっていた記述を企業視
点での記述に統一した。 

　今回の改定で、IT経営の実行者は企業であることを明確
化し、ITCはITサービス利活用を推進・支援する役割とし
ている。このため、記述にあたって、主語を企業とし、従

来のPGLで一部ITCが主語になっていた個所は全面的に書
き換えた。

　ITCの専門性について、IT経営プロセスの理解に加えて、
経営者の思いを共有し、変革認識を理解し、企業の成熟
度に応じて対応する能力とした。
　すなわち、ITCの特徴は、スペシャリストとしての限定し
た領域の深い専門性よりも、経営やITの知見を活かし、IT

経営プロセス全体を俯瞰することができる幅の広さと総合
性にあり、IT経営認識プロセスやIT経営実現プロセスの全
て、あるいは一部を担うかどうかに関わらず、IT経営の実
現を支援する、とした。

3．プロセスガイドラインの構成の見直し

5．ITCの専門性の明確化

4．IT経営の実行者の明確化




